
《
廿
日
市
市
議
会
》

令
和
２
年
12
月
定
例
会

（
12
月
１
日
～
12
月
17
日
）

議
案
14
件
、
発
議
１
件
、
所
管
事
務
調

査
、（
決
算
認
定
15
件
）

私
の
一
般
質
問
（
12
月
２
日
）

１
．
市
道
地
御
前
宮
内
線
の
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
（
サ
ッ
カ
ー
場
）
側
の
宮

内
方
面
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

（背
景
）

・
平
成
25
年
12
月
定
例
会
で
市
道
地

御
前
宮
内
線
開
通
に
伴
う
渋
滞
対
応
、

歩
道
整
備
の
必
要
性
を
一
般
質
問
。

・
そ
の
後
、
野
坂
中
学
校
南
口
交
差
点

出
口
の
拡
幅
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

近
く
の
北
側
三
叉
路
か
ら
宮
内
側
は

ラ
イ
ン
整
備
に
よ
り
歩
道
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
、
野
坂
中
学
校
近
く
の
歩

道
未
整
備
区
間
も
地
主
の
ご
協
力
に

よ
り
整
備
に
繋
が
っ
て
い
る
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

市
道
地
御
前
宮
内
線
の
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
入
口
と
北
側
三
叉
路
間

約
40
ｍ
は
未
整
備
な
の
で
、
改
め
て

通
学
等
の
安
全
確
保
の
為
に
前
向
き

に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。
更
に
ラ
イ

ン
整
備
さ
れ
た
三
叉
路
よ
り
宮
内
側

も
側
溝
へ
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
敷
設
で

更
な
る
安
全
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

（答
弁
）
河
崎

建
設
部
長

市
道
地
御
前
宮
内
線
沿
線
に
は
、
野

坂
中
学
校
や
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

な
ど
が
あ
り
歩
行
者
の
多
い
道
路
で

あ
る
。
引
き
続
き
、
歩
道
の
未
整
備
区

間
の
解
消
に
向
け
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
地
権
者
と
歩
道
部

分
の
用
地
協
力
に
つ
い
て
交
渉
を
行

っ
た
が
、
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
残
る
未
整
備
区
間
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り

な
が
ら
交
渉
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

２
．
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援

事
業
に
つ
い
て

（背
景
）

・
11
月
15
日
の
中
国
新
聞
の
一
面
に

「
災
害
弱
者
支
援
へ
法
改
正
」
「
個
別

計
画
、
自
治
体
努
力
義
務
に
」
と
い
う

見
出
し
が
あ
り
、
一
人
一
人
の
避
難
方

法
を
事
前
に
決
め
て
お
く
個
別
計
画

を
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
法
定

計
画
へ
格
上
げ
し
市
町
村
の
作
成
努

力
義
務
と
す
る
規
定
を
追
加
す
る
方

向
と
な
っ
て
い
る
と
掲
載
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

本
市
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支

援
事
業
が
令
和
元
年
度
末
で
、
47
％

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
進
捗
は
地
区

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
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こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
問
う
。

①
個
別
計
画
書
が
令
和
元
年
度
末
で

要
支
援
者
に
対
し
47
％
で
あ
る
理
由

は
ど
う
か
。

②
個
別
計
画
書
は
災
害
時
の
自
助
、
共

助
、
公
助
の
主
に
共
助
に
な
る
が
、
基

本
的
に
は
町
内
会
、
自
治
会
に
お
け
る

支
え
あ
い
は
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
い

か
に
活
発
な
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
か

が
作
成
率
向
上
に
繋
が
る
が
ど
う
か
。

③
本
来
な
ら
、
個
別
計
画
書
の
作
成
率

を
100
％
に
す
る
べ
き
で
、
現
時
点
で

の
災
害
時
支
援
対
応
は
ど
う
か
。

（答
弁
）
中
川

福
祉
保
健
部
長

①
個
別
計
画
書
の
策
定
が
進
ま
な
い

大
き
な
要
因
と
し
て
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
を
活
用
す
る
観
点
か
ら

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
対
す
る
不
安

感
や
、
支
援
が
必
要
な
人
に
対
す
る
責

任
感
か
ら
、
精
神
的
負
担
を
感
じ
て
し

ま
う
と
認
識
し
て
い
る
。

②
各
地
区
の
取
組
の
核
で
あ
る
地
域

の
自
治
組
織
、
共
助
に
よ
る
地
域
防
災

活
動
を
担
う
自
主
防
災
組
織
、
災
害
時

の
避
難
活
動
等
の
最
前
線
を
担
う
消

防
団
、
地
域
に
お
け
る
最
も
身
近
な
相

談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員
児
童
委
員

の
取
組
が
相
互
に
機
能
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
の
命
を
守
る
避
難
支
援
に

繋
が
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
効

果
的
に
連
携
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

市
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
地
域
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

③
要
支
援
者
の
中
で
も
、
特
に
優
先
的

に
避
難
を
促
す
べ
き
は
、
危
険
度
の
高

い
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
居
住

者
で
あ
り
、
市
で
は
、
該
当
世
帯
に
対

し
て
、
今
年
度
、
個
別
受
信
機
を
配
布

し
、
早
期
に
避
難
情
報
を
伝
え
る
為
の

環
境
を
整
え
た
。
今
後
、
現
在
※
G

I

S
を
活
用
し
て
作
成
し
て
い
る
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
要
支
援
者

の
居
住
情
報
を
重
ね
た
地
図
を
、
地
域

の
避
難
支
援
団
体
に
提
供
し
、
こ
れ
を

機
に
個
別
計
画
書
の
策
定
に
向
け
た

働
き
か
け
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

災
害
対
策
本
部
設
置
時
に
避
難
所
と

な
る
各
支
部
に
お
い
て
も
、
G

I

S

に
よ
る
地
図
を
備
え
、
災
害
時
の
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
体

制
を
築
い
て
い
き
た
い
。

※
G

I

S
と
は
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
意

３
．
宮
島
法
定
外
税
に
つ
い
て

（背
景
）

・
平
成
20
年
度
に
『
宮
島
を
守
る
た
め

の
新
し
い
税
』
が
検
討
さ
れ
た
が
、
新

税
の
導
入
が
見
送
り
さ
れ
た
。

・
平
成
27
～
28
年
度
に
『
廿
日
市
市

法
定
外
目
的
税
検
討
委
員
会
』
で
も
新

税
が
検
討
さ
れ
た
が
、
導
入
に
至
ら
ず
。

・
令
和
元
年
５
月
18
日
に
『
宮
島
財
源

確
保
検
討
委
員
会
』
か
ら
「
宮
島
訪
問

税
」
を
第
１
順
位
と
し
て
、「
宮
島
入
域

税
」
を
第
２
順
位
と
し
て
答
申
し
た
。

（質
問
）
林

た
だ
ま
さ

原
因
者
課
税
に
基
づ
く
宮
島
訪
問

税
は
宮
島
住
民
、
通
勤
通
学
者
が
非
課

税
で
、
そ
れ
以
外
の
廿
日
市
市
民
が
課

税
対
象
で
あ
る
。
同
じ
廿
日
市
市
民
が

区
分
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
宮
島

に
関
す
る
こ
と
が
市
民
税
で
成
り
立

っ
て
い
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
税
が

必
要
な
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
ど
う
か

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
観
光
客
の
立
場

か
ら
し
て
も
宮
島
訪
問
税
を
払
う
こ

と
が
宮
島
に
負
担
を
か
け
て
い
る
と

い
う
認
識
に
な
り
、
宮
島
の
自
然
、
歴

史
、
文
化
を
支
え
て
い
こ
う
と
す
る
積

極
的
な
気
持
ち
に
な
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
。
元
々
住
民
等
の
要
望
は
入
島
税

の
軽
減
で
あ
っ
た
の
で
、
応
益
課
税
の

宮
島
入
域
税
で
、
頻
度
の
多
い
方
は
年

払
い
制
度
で
廿
日
市
市
民
の
取
扱
い

が
同
一
で
あ
る
こ
と
が
納
得
性
の
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

（答
弁
）
加
藤

宮
島
財
源
確
保
推

進
担
当
部
長

原
因
者
課
税
に
よ
る
制
度
で
は
、
宮

島
地
域
の
住
民
や
宮
島
へ
の
通
勤
者

等
は
、
日
常
的
に
宮
島
を
往
来
す
る
の

み
で
、
新
た
な
行
政
需
要
を
発
生
・
増

幅
さ
せ
る
原
因
者
と
は
な
ら
ず
、
課
税

対
象
者
と
は
な
ら
な
い
。
一
方
、
宮
島

地
域
以
外
の
廿
日
市
市
民
が
宮
島
を

訪
問
す
る
こ
と
は
、
日
常
的
な
往
来
と

は
考
え
に
く
く
、
廿
日
市
市
外
の
観
光

客
と
同
様
に
、
来
訪
に
よ
っ
て
行
政
需

要
を
発
生
・
増
幅
さ
せ
る
原
因
者
と
考

え
て
お
り
、
宮
島
地
域
以
外
の
廿
日
市

市
民
を
課
税
対
象
と
す
る
こ
と
が
、
原

因
者
課
税
の
考
え
に
沿
っ
て
い
る
。

あ
と
が
き

・
宮
島
法
定
外
税
に
つ
い
て
は
、
元
々

住
民
等
の
要
望
は
入
島
税
の
軽
減
で

あ
り
、
年
払
い
制
度
で
対
応
で
き
る
の

に
、
更
に
答
申
で
は
税
公
平
性
の
検
証

を
し
な
い
で
、
生
活
者
視
点
に
立
っ
て

住
民
等
が
非
課
税
の
原
因
者
課
税
の

宮
島
訪
問
税
を
第
１
順
位
と
し
て
い

る
。
３
月
定
例
会
で
条
例
案
の
上
程
予

定
で
あ
る
が
、
是
正
を
目
指
し
た
い
。

・
コ
ロ
ナ
禍
、
３
波
で
本
市
の
感
染
者

も
増
加
。
今
後
市
民
と
の
協
働
で
、
経

済
活
動
を
維
持
す
る
為
に
も
感
染
予

防
の
徹
底
を
図
り
た
い
も
の
で
あ
る
。




